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第７８０回三沢市農業委員会総会議事録                            

 

１．開会の日時  令和３年１１月１０日（水）     午後１時３０分 

２．閉会の日時  令和３年１１月１０日（水）     午後２時００分  

３．開催の場所  三沢市役所 本館４階 大会議室 

 

４．出席した委員（番号 1 から１４）及び推進委員（番号１５から２０）の氏名 

      １ 佐々木 和枝    ２ 立崎 京子    ３  月館 啓三   

４ 川嶋 敏明      ５ 一戸 実      ６  門上 牧夫      

７  新堂 政登       ８ 千葉 準一    ９  中村 均        

１０  北澤 邦彦      １１ 浦田 秀人   １３ 宮古  久光      

１４  古田  武信     １５ 赤沼 成人     １６  沼山 英明      

１７ 葛巻 広行    １９ 月舘 操 

  

５．欠席した委員及び推進委員の氏名     

１２  種市 廣      １８ 田面木 優   ２０ 駒澤 慎 

 

６．会議の事務に従事した職員の職氏名 

   ○ 参  与・・・局  長  小島 一人 

次  長  山本 誠 

            係  長  小比類巻 浩 

 

○ 会議書記・・・主  事  熊野 健太 

 

７．議 案 

【議案第１号】農用地利用集積計画の作成に係る要請について 

【議案第２号】農地中間管理事業に係る農用地利用集積計画の決定について 

【議案第３号】農地法第３条第１項の規定に基づく農業委員会の許可について 

【議案第４号】農地転用許可申請に係る意見について 

【議案第５号】農地の現況照会に伴う農地・非農地の判定について 

【議案第６号】農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想の変更に関する意見 

について 
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議事の概要 

 

事務局      ただ今より、令和３年１１月１日に招集通知をいたしました、三

沢市農業委員会、第７８０回総会を開会いたします。 

本日出席の委員数は全１３名で、１名の欠席となっておりますが、

三沢市農業委員会会議規則第８条第１項の規定する定員数には達し

ているので、本日の会議は成立いたしますことをご報告いたします。

なお欠席となるのは、１２  種市 廣 になります。また、推進委

員につきましては、４名の出席で田面木推進委員、駒澤推進委員が

欠席となっております。それでは、お手元の次第に基づいて進めさ

せていただきます。始めに、新堂会長よりご挨拶をお願いいたしま

す。 
 

会 長     委員の皆様には御多忙のところ、第７８０回総会に御出席いただき

まして誠にありがとうございます。 

１１月に入りまして、冬の様相となり、寒さが一段と増し、コロナ

ウィルスにつきましては感染が落ち着いてはきましたが、引続き対応

願うと共に、インフルエンザにも気を付けなければならない季節とな

ってきました。 

このような中、推進委員の皆様には先月総会後、県農業会議の飯田

部長兼事務局長より研修を受けていただきありがとうございます。ま

た、当委員会の北澤委員とも活発な意見交換を行ったと、聞き及んで

おります。今後の業務に、益々生かされることを期待申し上げます。 

        さて、国においては新内閣の発足後、衆議院議員選挙も終了し、改

めていろいろな政策が展開されるものと思われますが、農政分野にお

ける各種調査等によると、農業者等の農業政策への評価は低く「評価

しない。」が６割を超えるとのことであり、今後は国民ニーズにあっ

た行政を進め、「官邸主導農政」から生産現場の実情や意向を基点と

する「現場主義農政」への転換を求める声が強いとの報道もなされて

います。 

したがいまして、これから様々な政策展開の動きがあると思われま

すが、委員の皆様はじめ地域農業者の方々には、このような動向にも
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注視しながら、地域農業の持続発展につなげていただければと思って

おりますので、今後とも、ご尽力のほどよろしくお願い申し上げまし

て、簡単ではございますが挨拶に代えさせていただきます。 

 

事務局          ありがとうございました。 

それでは三沢市農業委員会会議規則第５条の規定により、議長は会

長が務めることとなっておりますので、以降の議事の進行は新堂会長

にお願いいたします。 

 

会 長      それでは、議事の進行役として、しばらくの間、議長を務めさせて 

いただきます。 

 

議 長       議事録署名者を議長が指名することに、ご異議ございませんか。 

 

異  議  な  し 

  

議 長     ご異議なしと認め、２番立崎京子君、１１番浦田秀人君を指名いた

します。 

参与・書記には、参事兼事務局長ほか職員を任命いたします。 

次に会期の決定を行います。  

お諮りいたします。総会の会期は本日一日限りとすることに、ご異議

ございませんか。 

          

異  議  な  し 

 

議 長     ご異議なしと認め、総会の会期は、本日一日限りと決定いたします。 

議案審議に入る前に、報告事項がありますので参事兼事務局長から報

告願います。 

 

局 長     それでは、２ページをお開き願います。 

報告第１号のうち、初めに１０月１３日から１１月１０日までに行

いました主な業務についてご報告いたします。 

１０月２１日に、令和３年度第２回上十三地区農業委員会連絡協議

会会長・事務局長会議が十和田市で開催され、会長と私が出席しまし

た。 

        １０月２９日に、県農業会議の第６７回常設審議委員会が青森市で

開催され、事務局より出席しました。 

１１月１日に、令和３年度第２回上北地域農地中間管理事業推進連
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絡会議が十和田市で開催され、事務局より出席しました。 

         １１月５日に、第７８０回総会の議案検討会を開催しております。 

        本日、第７８０回総会を開催しております。 

次に、１０月の事務処理状況についてご報告いたします。 

３条、権利の移転につきましては、市の関係が２件の１万２，７４

７平米、他市町村の関係が２件の２，０６２平米でした。 

３条の３第 1 項、相続の届出は４件で、５万２,８４３平米でした。 

転用につきましては、４条の案件が１件の９９１平米、５条の案件

が２件の２，９１０平米でした。 

貸借の解約は４件で、２万５２７平米でした。内容につきましては、

報告第２号で説明させていただきます。 

ここまでの合計は１５件で、９万２，０８０平米となっております。 

次に、利用権設定等促進事業の利用権設定が３件で、田、１万５，５

８７平米でした。 

農地中間管理事業につきましては、１０年設定が７件で、田が１万

８，２８２平米、畑が３万６，７３１平米でした。 

現地調査につきましては３件で、内容につきましては、報告第３号

で説明させていただきます。 

続きまして、１１月１１日から１２月９日までの主な業務計画につ

いてご説明いたします。 

１１月３０日に、令和３年度第２回農業者年金業務農業委員会・農

業協同組合担当者会議及び業務研修会が青森市で予定され、事務局よ

り出席予定です。 

        １２月１日に、令和３年度農業者年金加入促進セミナーが Web 配信

により開催予定です。 

１２月２日に、令和３年度全国農業委員会会長代表者集会が Web 配

信により開催予定です。 

         １２月６日に、第７８１回総会の議案検討会を予定しております。 

１２月７日に、令和３年度東北・北海道ブロック女性農業委員・推

進委員研修会が Web 配信により開催予定です。 

  １２月９日に、第７８１回総会を予定しております。 

次に、３ページをお開き願います。 

報告第２号農地の貸借の解約に係る通知についてご説明いたしま

す。 

番号１は、古間木三丁目の畑１筆、１２平米で、貸借契約を解約し、

道路用地として買収の手続き行うものです。 
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番号２は、字淋代平の田３筆、合計８，８０４平米で、貸借契約を

解約し、農地中間管理機構を通した契約に変更を行うものです。 

番号３は、字淋代平の田１筆、２，８４１平米で、貸借契約を解約

し、農地中間管理機構を通した契約に変更を行うものです。 

番号４は、字淋代平の田３筆、合計で８，８７０平米で、排水等の

耕作条件が不良のため貸借契約の解約を行うものです。なお、解約前

の契約内容は表に記載のとおりでございます。 

 

次に４ページをお開き願います。 

報告第３号農地の現況調査についてご説明いたします。 

 青森地方法務局十和田支局から照会がありました３件について、現

況調査を行っております。 

番号１は字古間木山及び千代田町四丁目の隣接する畑２筆で合計

２，２９２平米、場所は特別養護老人ホームうるわしの杜の北側にな

ります。１１月２日に月館委員、一戸委員、田面木推進委員が調査を

行った結果、当該地は現在、山林となっていることから非農地である

旨回答しております。 

番号２は千代田町四丁目の畑１筆、１万１，４６７平米、場所は特

別養護老人ホームうるわしの杜の東側になります。１１月２日に月館

委員、一戸委員、田面木推進委員が調査を行った結果、当該地は現在、

山林となっていることから非農地である旨回答しております。 

番号３は南町一丁目の畑１筆、３８２平米、場所はパチンコ北大三

沢店の南側になります。１１月２日に月館委員、一戸委員、田面木推

進委員が調査を行った結果、当該地は昭和４９年に５条転用許可を受

け、現在、宅地となっていることから非農地である旨回答しておりま

す。 

私からの報告は以上でございます。 
 

議 長     それでは、これより議案の審議に入りますが、会議での発言は三沢

市農業委員会会議規則第９条第２項の規定により、議長の許可を受け

てから発言することになっておりますのでご協力願います。 

議案第１号、農用地利用集積計画の作成に係る要請について議題と

します。番号１の審議にあたり、農業委員会等に関する法律第３１条

第１項の規定による 議事参与の制限に、１３番宮古久光君が該当し

ますので、審議が終了するまで一時退席願います。 
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≪宮古委員一時退席≫ 

議 長      事務局より説明願います。 

 

事務局      それでは５ページをお開き願います。 

議案第１号、農用地利用集積計画の作成に係る要請について、ご説

明いたします。 

利用権設定の種類等は表のとおりであり、件数は４件です。 

所有権の移転について番号１、庭構の畑１筆、１,０１８㎡を基盤

法の売買による所有権移転です。 

価格は総額５０万円、１０aあたりの金額も約５０万円になります。 

場所は農協北部事業所から東に約１kｍにあります。 

 以上です。 

 

議 長     これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

 

質  疑  な  し 

 

議 長     質疑がないので、ご異議なしと認め、議案第１号番号１は、原案の

とおり三沢市長に対し要請いたします。 

審議が終了しましたので、１３番宮古久光君の出席を認めます。 

 

≪宮古委員復帰≫ 

 

議 長     続いて番号２から４の審議に入ります。事務局より説明願います。 

 

事務局     利用権の設定について、番号２から４、字前平の田８筆、２,７６

４㎡、賃貸借権を１０年間の新規設定です。場所は前平集落から南に

１００ｍ、東に２００ｍに位置しています。現地確認につきましては

月館委員、一戸委員、田面木推進委員同行のもと、完了しています。

以上です。 

  

議 長      それでは、これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

 

質  疑  な  し 

  

議 長     質疑がないので、ご異議なしと認め、議案第１号は、原案のとおり
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三沢市長に対し要請いたします。 

 

 

議 長     次に、議案第２号農地中間管理事業に係る農用地利用集積計画の決

定について議題とします。事務局より説明願います。 

 

事務局     それでは６ページをお開き願います。 

議案第２号、農地中間管理事業に係る農用地利用集積計画の決定に

ついてご説明いたします。 

番号１、字戸崎の畑１筆、１２,９６６㎡を１０年間の使用借権設

定です。場所は、細谷集落から北西３００mにあります。 

番号２、字庭構の田３筆、５,９４９㎡を１０年間の賃貸借権設定

です。場所は、塩釜集落から西の５００mから１km ほどに点在してい

ます。 

番号３、字庭構の田３筆、４,５４５㎡を１０年間の賃貸借権設定

です。場所は、新森集落から南東３００mにあります。 

番号４、字庭構の田４筆、４,１７６㎡を１０年間の賃貸借権設定

です。場所は、新森集落から北３００mにあります。 

番号５、字庭構の田３筆、３,９８５㎡を１０年間の賃貸借権設定

です。場所は、新森集落から北５００m及び仏沼から南東約１km にあ

ります。 

現地確認については月館委員、一戸委員、田面木推進委員同行のも

と確認済みです。以上です。 

 

議 長     これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

 

質  疑  な  し 

 

議 長      質疑がないので、ご異議なしと認め、議案第２号は、原案のとお

り決定し三沢市長に対し報告いたします。 

 

議 長      次に、議案３号農地法第３条第１項の規定に基づく農業委員会の

許可について議題とします。事務局より説明願います。 

 

事務局      それでは７ページをお開き願います。 

議案第３号農地法第３条第１項の規定に基づく農業委員会の許可に
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ついてご説明いたします。資料と併せてごらんください。 

番号１については、取り下げとなりました。 

番号２、谷地頭地区の畑１筆、５，８８５㎡を、知人間の贈与によ

る所有権移転の申請です。譲受人を審査した結果、耕作面積５２，４

８９㎡すべて耕作されており、労働力については、申請者を含めて２

名です。場所は先人記念館より北西に約６５０ｍです。 

番号３、根井地区の畑３筆、合計４，６０１㎡を知人間の売買によ

る所有権移転の申請です。譲受人を審査した結果、耕作面積１０，６

０２㎡は全て耕作されており、労働力は申請者を含めて２名です。場

所は、根井集会所から南東に約２００ｍです。 

いずれの申請についても周辺農地への影響はないものと考えられ

ます。  

現地確認については、月館委員、一戸委員、田面木推進委員同行の

もと終了しています。以上です。 

 

議 長        これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

 

質  疑  な  し 

 

議 長          質疑がないので、ご異議なしと認め、議案第３号は原案のとおり 

許可することに決定いたします。 

 

議 長     次に、議案第４号農地転用許可申請に係る意見について議題としま

す。事務局より説明願います。 

 

事務局     それでは８ページをお開きください。 

議案第４号、農地転用許可申請に係る意見についてご説明いたします。 

４条申請の番号１について、議案第４号資料①と合わせてご覧くだ

さい。申請人は、谷地頭２丁目の農家の方です。対象となる土地は、

谷地頭２丁目の畑、１筆 ４０４㎡です。場所は、市役所から北に１

０．７㎞に位置し、周辺にはおいらせ農業北部事業所があります。農

地区分は、第１種農地であり、権利区分は自己所有地の転用です。転

用目的は、車庫建設に伴う宅地への転用です。車庫については、既に

自宅西側に平成６年に建設されており、改修等した際に無許可である

ことがわかり、事後の転用申請であります。車庫１棟の建築面積は１

３６．６１㎡、車庫入り口はアスファルト舗装されております。第１
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種農地でありますが、既存集落隣接による不許可の例外となります。

周辺農地への影響については特に問題ないため、許可相当と判断され

ます。現地確認については、月館委員・一戸委員・田面木推進委員に

より、完了しております。 

続いて５条申請の番号１について、議案第４号資料②と合わせてご

覧ください。譲受人は、八戸市の看護師の方です。譲渡人は、栄町の

無職の方です。対象となる土地は、松原２丁目の田、２筆の８４６㎡

です。場所は、三沢市役所から南へ２km、三沢高校野球部グラウンド

の西側に位置し、周辺は、、住宅、農地が混在する地域です。農地区

分は、第２種農地でありますが、代替地の検討もされており、やむを

得ないものと認めらます。権利区分については、売買による所有権の

移転です。転用目的は、宅地で、木造２階建のアパート１棟の建築で、

建築面積は３２１.０９㎡です。事業費は、総額１億２０００万円で、

自己資金及銀行からの融資での対応となります。周辺農地への対策と

して、生活雑排水については、下水道に接続し処理し、雨水について

は、敷地内に集水桝を整備し処理するため、周辺農地への影響はない

と考えます。以上のことから、土地利用計画からみた事業規模の妥当

性、周辺農地への影響及び事業実施の確実性から、許可相当と判断さ

れます。現地確認については、月館委員・一戸委員・田面木推進委員

により、完了しております。 

番号２について、議案第４号資料③と合わせてご覧ください。譲受

人は、字下久保の会社役員の方です。譲渡人は、東町２丁目の農家の

方です。対象となる土地は、深谷３丁目の畑、１筆の１９９㎡です。

場所は、三沢市役所から南東へ 1.9km に位置し、深谷地区の集落に隣

接する場所です。農地区分は、第１種農地でありますが、既存集落に

隣接しているほか代替地の検討もされており、不許可の例外でやむを

得ないものと認めらます。権利区分については、売買による所有権の

移転です。転用目的は、宅地で、木造２階建の自己用住宅で、建築面

積は 78.25 ㎡です。事業費は、総額３，３００万円で、全額銀行から

の融資となります。周辺農地への対策として、汚水については、合併

浄化槽で処理し、雨水については、敷地内で自然浸透処理するため、

周辺農地への影響はないと考えます。以上のことから、土地利用計画

からみた事業規模の妥当性、周辺農地への影響及び事業実施の確実性

から、許可相当と判断されます。現地確認については、月館委員・一

戸委員・田面木推進委員により、完了しております。以上であります。 

 



10 
 

議 長      これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

 

質  疑  な  し 

 

議 長          質疑がないので、ご異議なしと認め、議案第４号は委員会の意見を

付して、青森県知事に送付いたします。 

 

議 長     次に、議案第５号農地の現況照会に伴う農地・非農地の判定ににつ

いて議題とします。事務局より説明願います。 

 

事務局     それでは９ページをお開きください。議案第５号、農地の利用状況

調査に基づく農地・非農地の判定についてをご説明いたします。案件

は、５０件です。始めに、番号１から４５までをご説明いたします。

場所は字早稲田の小川原湖畔沿いで根井沼から野口までの田及び八

木沢地区の田です。調査において荒廃農地で、山林化している箇所を

選定しております。所在地、地目、面積、農振区分、所有者、及び利

用状況調査の結果につきましては、表に記載のとおりです。当該地は、

森林の様相を呈しており、農地に復元するための物理的な条件整備が

著しく困難であることから、農地法第２条第１項に規定する「農地及

び採草放牧地に該当しない」にあたるため、非農地と判定するもので

あります。なお、現地確認につきましては、月館委員・一戸委員・田

面木推進委員同行のもと、１１月２日に完了しております。 

続きまして番号４６は、所在地は字庭構の畑、面積９９７㎡です。

場所は、県道天ヶ森三沢線沿いの谷地頭神社の４００ｍ手前東側です。

農地区分は、２種農地です。現況は雑木林で森林の様相を呈しており、

農地に復元するための物理的な条件整備が著しく困難であることか

ら、農地法第２条第１項に規定する「農地及び採草放牧地に該当しな

い」にあたるため、非農地と判定するものであります。 

番号４７は、所在地は細谷２丁目の畑、、面積は１３４０㎡です。

場所は、国道３３８号線沿いで細谷川の国道横断する南側となります。

農地区分は、１種農地です。当該地は、現況は雑木林が生い茂り、農

地に復元するための物理的な条件整備が著しく困難であることや周

囲の状況から見て、今後も農地として利用される見込みがないことか

ら、農地法第２条第１項に規定する「農地及び採草放牧地に該当しな

い」にあたるため、非農地と判定するものであります。 

番号４８～５０は、所在地は千代田町の畑で、農地区分はすべて用
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途地域内の第３種農地となります。 

番号４８番の面積は９１㎡です。第５中学校から１００ｍ南側付近

で周辺は住宅地で、土地の形状は三角形の狭小地であり、今後も農地

として利用される見込みがないことから、農地法第２条第１項に規定

する「農地及び採草放牧地に該当しない」にあたるため、非農地と判

定するものであります。 

番号４９番の面積は２，５７６㎡です。場所は番号４８番の近くで

周辺は住宅地です。現況は雑木林となっており、今後も農地として利

用される見込みがないことから、農地法第２条第１項に規定する「農

地及び採草放牧地に該当しない」にあたるため、非農地と判定するも

のであります。 

番号５０番の面積２０８２㎡です。場所は老人ホームうるわしの杜

の東側で、現況は雑木林となっており、今後も農地として利用される

見込みがないことから、農地法第２条第１項に規定する「農地及び採

草放牧地に該当しない」にあたるため、非農地と判定するものであり

ます。 

なお、現地確認につきましては、月館委員・一戸委員・田面木推進

委員同行のもと、１１月２日に完了しております。今月の非農地判定

した面積合計は９６,３４９㎡となりました。以上でございます。 

 

議 長      これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

 

質  疑  な  し 

 

議 長     質疑がないので、ご異議なしと認め、議案第５号は承認することに

決定いたします。 

 

議 長      次に、議案第６号農業経営基盤の強化の促進に関する基本的構 

想の変更に関する意見について議題とします。事務局より説明願いま

す。 

 

 

事務局     それでは １７ ページをお開き願います。議案第６号、農業経営

基盤の強化の促進に関する基本的な構想の変更に関する意見につい

て、ご説明いたします。農政課で定める農業経営基盤の強化の促進に

関する基本的な構想は、農業の効率や農業経営の基本的な指標などを
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定めるもので、主に認定農業者制度の基準となるものです。基本構想

はおおむね５年ごとに改訂が必要とされており、平成２９年の改訂か

ら今年で５年を経過するため今回改訂を行うものです。改訂の内容と

しては主に以下のものです。農業所得の向上、これは農業効率の向上

に合わせたものです。農業経営体の数、これは農林業センサスの数値

を元にした農家戸数の減少と、法人数の増加に合わせたものです。農

地の売買及び貸借にかかる流動性、これは主に貸借の契約内容を作業

受託から変更していく見込みを示したものです。これらの内容を現在

の状況と照らし合わせて、現状に即した内容とすることを目的とする

変更内容となっています。以上です。 

 

議 長      これより質疑に入ります。質疑ございませんか。 

 

質  疑  な  し 

 

議 長     質疑がないので、ご異議なしと認め、議案第６号は承認することに

決定いたします。 

 

≪全議案終了≫ 

 

議 長     以上で、全議案の審議は終了となりましたので、三沢市農業委員会

第７８０回総会を閉会いたします。 

皆様のご協力、ありがとうございました。 




